
12
月
定
例
会

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁

今号の内容

１２月

発行日：平成３１年３月１日

8

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問 

２
～
６

議
案
質
疑 

７

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会 

８
～
９

議
案
等
の
議
決
結
果 

10
～
12

１
月
臨
時
会 

議
案
等
の
議
決
結
果
・
視
察
報
告 

 

13

行
か
い
や
、
議
会
に 

 
 

14
～
15

市
民
の
声
・
３
月
定
例
会
・
編
集
後
記 

16

約６０年前の倉吉市役所建設

工事記録映像見つかる

①
②

③

④ ⑤

①公開上映の様子

※企画課広報係提供

【昭和３０年代の写真】

②倉吉市庁舎（西側）

③倉吉市庁舎（東側）

④議会傍聴の様子

⑤議会の様子

※ ②～⑤倉吉博物館

提供

倉吉市庁舎建設の８ミリフィルム公開上映（２月３日（日））

　倉吉市庁舎建設の８ミリフィルムが見つかり、成徳公民館で公開上映が行わ

れました。上映の様子と共に、昭和３０年代の市役所や議場の写真をご覧くだ

さい。



市
政
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
を
探
る

　
平
成
30
年
12
月
第
６
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
３
日
（
月
）
か
ら
12
月
19
日
（
水
）
ま
で

開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
市
立
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◎印のついた質問は、次頁以降詳細に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、
草
の
根
、
つ
ば
き
、
倉
吉
自
民
共
同

大月 悦子

倉吉市における障がい児支援について ◎

第７期倉吉市介護保険事業計画、高齢者福祉計画

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律について

丸田 克孝

災害時の避難について ◎

防災対策について

若者のコンパクトシティについて

藤井 隆弘 持続可能なまちづくり ◎

大津 昌克

議会だよりについて

インフルエンザ予防接種補助について

歳出科目である予備費（地方自治法第２１７条）の考え方について

行財政改革について ◎

小中学校普通教室のエアコン設置計画の現状について

小学校適正配置計画について

福谷 直美

公共施設の喫煙状況と対策について ◎

今後の公共事業を民間資金を活用したPPP/PFI活用について

県立美術館について

新
政
会

福井 康夫

倉吉市長の政治姿勢について

中心市街地の活性化について

教育行政について

主権者教育の取組みについて ◎ 

旧山守小学校の跡地活用について

みどりの券売機プラスの導入について

由田 隆 台風２４号の教訓化について ◎

竺原 晶子

小中学校プール飛び込み禁止について ◎

子どもは宝、教育環境について

不安を抱えている妊産婦への支援について

伊藤 正三 市長の政治姿勢を問う ◎

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

山口 博敬

羅州市との交流について

防災対策について ◎

教育行政について

農林業振興について

鳥飼 幹男

防災・減災対策について

農地付き空き家について ◎

街路灯の維持管理について

鳥羽 昌明

倉吉市の防災・減災対策について

インフルエンザ予防接種費の助成について ◎

小中学校へのエアコン設置のスケジュール、事業方式について

く
ら
よ
し
創
生

佐々木 敬敏

農業振興について ◎

風疹対策について

保育無償化について

学校教育について

米田 勝彦 まちづくりについて ◎

日
本
共
産
党

佐藤 博英

災害対応について

地球温暖化について

風疹対策について ◎

小学校統合問題と教育問題について
（
無
所
属
）

朝日 等治 地域コミュニティについて ◎

【一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針

などについての報告や説明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われて

いるかを質すものです。倉吉市議会では、基本的に１人あたりの質問時間は、２５分です。

一般質問通告一覧表より
【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員

は、あらかじめ議長に対して質問

する項目を明らかにするために、

文書で通告を行います。この文書

を「質問通告書」と言います。

１２月
平成３０年

第６回

定例会

2019.3 （2）



大月 悦子

 

【
小
椋
教
育
長
】〈
合
理
的
配
慮
の
提
供
〉

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
全
小
・
中
学

校
へ
の
配
置
、
通
級
指
導
教
室
の
小
学

校
へ
の
設
置
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連

携
に
よ
る
通
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

〈
小
・
中
学
校
の
連
携
、
継
続
し
た
支
援
〉 

教
育
支
援
計
画
・
教
育
指
導
計
画
を
も

と
に
園
か
ら
高
校
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
制
度
を
整
備
。
小
学
校
就
学
時
の

移
行
支
援
は
、
子
ど
も
家
庭
課
と
学
校

教
育
課
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

〈
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
〉校
舎
の
増
改
築
・
耐

震
化
・
改
修
な
ど
の
際
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
４
小
・
１
中
学

校
に
設
置
。
２
０
２
０
年
ご
ろ
ま
で
の
各
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
に
合
わ
せ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て 

小
・
中
学
校
の
連
携
、
継
続
し
た

支
援
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
、
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

藤井 隆弘

 

【
小
椋
教
育
長
】（
本
庶
佑
さ
ん
の
妻 

滋

子
さ
ん
が
倉
吉
出
身
。
）
本
庶
さ
ん
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
と
い
う
こ
と
で
、

お
め
で
た
い
話
な
の
で
市
長
に
報
告

し
、
市
長
か
ら
も
「
何
か
考
え
ら
れ
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
小
・
中

学
校
だ
け
で
な
く
、
高
校
に
も
連
絡
を

と
り
な
が
ら
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
探
っ
て
い
き
た
い
。

倉
吉
と
縁
の
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者 

本ほ
ん
じ
ょ庶
佑た

す
く

さ
ん
を

招
へ
い
し
、
講
話
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を

※掲載は、質問順です。（頁ごと、上段右から）

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、草
の
根
、つ
ば
き
、倉
吉
自
民
共
同
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　

…
無
所
属
　
※
12
月
定
例
会
時
点
の
会
派
で
す
。

大津 昌克

 

　
今
年
度
は
見
直
し
の
方
向
性
や
効
果

な
ど
の
検
討
を
始
め
た
段
階
。
補
助
金

な
ど
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
、
原
則
３
年
以
内
の
周
期
で
見
直

し
て
い
く
。
関
金
地
区
音
声
告
知
放
送

シ
ス
テ
ム
の
防
災
行
政
無
線
移
行
や
、

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
封
入
・
封

緘
業
務
委
託
な
ど
は
直
ち
に
進
め
て
い

く
。
全
体
的
な
進
捗
状
況
把
握
の
た
め

に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
、
四
半
期
ご

と
に
行
政
改
革
推
進
本
部
で
点
検
、
半

年
ご
と
に
行
政
改
革
懇
談
会
で
意
見
を

い
た
だ
き
、
実
施
可
能
な
も
の
は
平
成

31
年
度
予
算
に
計
上
し
た
い
。
真
剣
に

や
っ
て
い
か
な
い
と
持
続
可
能
な
行
政

運
営
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
気
持
ち

で
職
員
全
員
で
取
り
組
む
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

第
３
次
行
財
政
改
革
計
画
は
計
画
通
り
に
進
ん
で
い

る
か
。
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

丸田 克孝

 

　
現
在
は
、
避
難
所
の
開
設
に
職
員
の

配
置
な
ど
も
あ
っ
て
、
１
地
区
１
か
所

を
基
本
に
し
て
い
る
。
洪
水
の
可
能
性

が
あ
る
場
合
は
、
高
い
場
所
へ
の
垂
直

避
難
が
で
き
る
学
校
を
中
心
に
指
定
し

て
い
る
。

　
自
治
公
民
館
と
話
を
し
て
い
る
が
、

市
職
員
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
こ
と

も
事
実
。
地
域
住
民
の
避
難
所
運
営
へ

の
関
わ
り
も
含
め
、
避
難
所
の
あ
り
方

を
整
理
し
た
上
で
、
場
所
の
問
題
を
整

理
し
た
い
。

　
指
定
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
一
時
避

難
所
を
運
用
し
、
活
用
し
て
い
く
の
は

有
効
な
方
法
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含

め
て
、
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

弾
力
的
に
有
効
な
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
。

避
難
場
所
の
開
設
は
、
安
全
な
施
設
で
、
民
間
の
協

力
を
得
な
が
ら
増
設
し
て
は
ど
う
か

（3）平成 31.3



由田　隆

 

　
い
ず
れ
の
管
理
河
川
も
河
床
が
上
昇

し
、
洪
水
の
危
険
性
を
高
め
て
い
る
状

況
が
あ
る
。
維
持
管
理
こ
そ
本
当
に
大

事
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
な
い
と

災
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
の
で
、
自
ら

の
努
力
も
だ
が
、
国
や
県
に
対
し
て
も

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
八
代
井
手
に
つ
い
て
も
、
解
決
し
な

い
と
い
け
な
い
問
題
で
あ
る
の
で
、
ど

う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
か
河
川
管
理
者

で
あ
る
国
土
交
通
省
と
も
よ
く
相
談
を

し
、
早
期
に
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

台
風
24
号
の
教
訓
化 

国
府
川
水
系
の
河
川
整
備
と
維
持

管
理
お
よ
び
「
八や

し

ろ代
井
手
」
の
改
修
に
つ
い
て

福谷 直美

 

　
現
在
の
公
共
施
設
の
喫
煙
場
所
は
、

屋
内
６
か
所
、
屋
外
60
か
所
。
小
・
中

学
校
は
平
成
25
年
12
月
か
ら
敷
地
内
禁

煙
を
実
施
済
み
。
市
役
所
の
屋
内
喫
煙

場
所
は
平
成
30
年
12
月
末
で
廃
止
し
、

敷
地
内
禁
煙
を
実
施
。
ほ
か
の
公
共
施

設
は
、
施
設
管
理
者
の
意
向
を
調
査
し

方
針
を
決
定
し
た
い
。
屋
外
喫
煙
場
所

の
設
置
な
ど
は
、
今
後
の
国
の
政
省
令
の

内
容
、
喫
煙
者
の
状
況
、
他
市
の
対
応

状
況
な
ど
を
見
て
、改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
条
例
制
定
は
、
ま
ず
は
改
正
健
康
増

進
法
の
施
行
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
た

い
。
施
設
の
類
型
に
応
じ
一
定
の
場
所
以

外
で
の
喫
煙
が
禁
止
に
な
り
、
罰
則
規

定
も
設
け
ら
れ
る
の
で
、
政
省
令
の
適
用

を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
状
況

を
見
た
う
え
で
、必
要
性
を
判
断
し
た
い
。

健
康
増
進
法
改
正
に
よ
る
市
の
施
設
で
の
禁
煙
対
策

と
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
は

竺原 晶子

 

【
小
椋
教
育
長
】
学
習
指
導
要
領
に
水
中

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
の
指
導
が
明
記
し
て

あ
り
、
授
業
中
の
飛
び
込
み
は
指
導
し

て
い
な
い
。
放
課
後
の
課
外
活
動
で
は
、

飛
び
込
み
台
か
ら
の
飛
び
込
み
は
や
め

る
と
伝
え
て
あ
る
。
飛
び
込
み
の
指
導

に
は
、
飛
び
込
み
台
の
高
さ
と
プ
ー
ル

の
深
さ
の
適
合
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
県
教
育
委
員
会
主
催
の
水
泳
指
導
研

修
会
を
受
講
し
た
教

員
が
指
導
す
る
と
い

う
２
つ
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
る
。

　
い
く
つ
か
適
合
し
て

い
る
プ
ー
ル
が
あ
る
の

で
、
市
民
水
泳
大
会

の
会
場
選
定
に
は
十

分
気
を
付
け
た
い
。

小
中
学
校
プ
ー
ル
飛
び
込
み
と
市
民
水
泳
大
会
に
つ

い
て

福井 康夫

 

【
岸
田
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
】
本
市

の
投
票
率
は
選
挙
の
た
び
に
低
下
。
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
る
特
効
薬
は
残
念
な

が
ら
な
い
。
投
票
率
向
上
に
は
、
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
一
層

強
化
す
る
な
ど
、
地
道
に
選
挙
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
有
権
者
に
「
自
分
へ
と

必
ず
つ
な
が
る
そ
の
一
票
」
の
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

　
平
成
29
年
10
月
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
以
上
に
な
っ
て
初
の
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
投
票
率
は
19
歳
26
％
、

20
歳
24
％
に
対
し
、
18
歳
は
44
％
。
主

権
者
教
育
が
定
着
し
た
成
果
が
表
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
主
に
高
校
で
は

選
挙
講
座
や
模
擬
投
票
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
学
校
の
要
望
に
応
じ
、
意

欲
的
に
取
り
組
み
た
い
。

18
歳
選
挙
権
が
施
行
さ
れ
、
本
市
の
投
票
率
向
上
対

策
と
、
今
後
の
主
権
者
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

2019.3 （4）



山口 博敬

 

　
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
平
成
30

年
11
月
19
日
現
在
で
84
・
９
％
。
高
齢
化
・

人
口
減
少
の
影
響
で
、
担
い
手
・
人
材
不

足
で
活
動
が
難
し
い
未
結
成
の
集
落
が
あ

る
こ
と
も
事
実
。
防
災
普
及
指
導
員
に

よ
る
助
言
や
防
災
マ
ッ
プ
作
成
支
援
な
ど

行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
集
落
も
あ
る
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
地
区
防
災
計
画
の

モ
デ
ル
事
業
を
上
北
条
地
区
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
地
区
防
災
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
単
独
で
の
自
治
公
民
館
の
防
災
活
動

が
困
難
な
地
域
も
、
地
区
内
の
自
治
公
民

館
同
士
で
の
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
が
期

待
さ
れ
、
結
果
的
に
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

と
思
う
。
自
主
防
災
組
織
を
で
き
る
だ
け

１
０
０
％
に
近
づ
け
る
努
力
を
し
た
い
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
だ
が
、
市
の
対
応
は

鳥飼 幹男

 

　
農
地
法
で
は
農
地
な
ど
の
権
利
を
取

得
す
る
場
合
の
面
積
に
つ
い
て
、
本
市

で
は
一
番
小
さ
い
と
こ
ろ
で
10
ア
ー
ル

を
下
限
に
定
め
て
い
る
が
、
下
限
面
積

よ
り
低
い
面
積
の
取
得
を
農
業
委
員
会

が
個
別
に
設
定
で
き
る
。
こ
れ
と
、
移

住
者
の
住
居
の
確
保
な
ど
、
空
き
家
の

有
効
活
用
を
目
的
に
平
成
21
年
度
か
ら

制
定
し
て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

使
い
、
農
地
付
き
空
き
家
を
制
度
と
し

て
作
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
に
農
地
付
き
空

き
家
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
充
実
や
、
さ
ら
な
る
移
住
定
住

に
つ
な
が
れ
ば
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思

う
。
農
業
委
員
会
と
も
相
談
し
な
が
ら

実
態
に
即
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

農
地
法
の
要
件
を
緩
和
し
、
定
住
促
進
と
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
図
る｢

農
地
付
き
空
き
家
」制
度
の
新
設
を

伊藤 正三

 

　
平
成
29
年
７
月
に
実
行
委
員
会
が
設

立
さ
れ
、
市
は
お
も
て
な
し
担
当
部
会

と
し
て
宿
泊
、
飲
食
施
設
、
歓
迎
、
総

合
案
内
、
通
訳
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｒ
、

体
験
ブ
ー
ス
、
駐
車
場
な
ど
多
く
の
役

割
を
担
っ
た
。
５
日
間
で
約
５
千
人
が

来
場
し
、
期
間
中
は
周
辺
施
設
も
大
変

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大

会
の
誘
致
だ
け
で
な
く
、
日
本
代
表
の

強
化
合
宿
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
各

国
キ
ャ
ン
プ
地
に
な
れ
ば
さ
ら
に
倉
吉

の
名
を
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
今
後
、
実
行
委
員
会
の
総
括
を
行
い

な
が
ら
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
継
続

的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ア
ジ
ア
選
手
権
開
催 

今
後
こ
の
経
験
を
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
か

鳥羽 昌明

 

　
任
意
接
種
の
場
合
、
自
治
体
が
ど
こ

ま
で
や
る
か
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
考

え
方
が
あ
る
。
施
策
の
選
択
の
中
で
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

　
国
に
よ
る
定
期
接
種
に
な
れ
ば
、
財

政
的
に
も
か
な
り
問
題
は
ク
リ
ア
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
国
政
の
場
で
も
努

力
い
た
だ
く
よ
う
に
尽
力
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
か
と
思
う
。

子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
対
象

を
小
・
中
学
生
ま
で
拡
充
す
べ
き
で
は

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、草
の
根
、つ
ば
き
、倉
吉
自
民
共
同
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　

…
無
所
属
　
※
12
月
定
例
会
時
点
の
会
派
で
す
。
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佐藤 博英

 

　
風
疹
の
全
国
的
な
累
計
患
者
数
が

２
０
３
２
人
と
、
５
年
ぶ
り
に
２
０
０
０

人
を
超
え
た
。
県
内
の
発
生
状
況
は
平

成
27
年
度
１
人
、
平
成
29
年
度
１
人
、

平
成
30
年
度
２
人
。
そ
の
う
ち
１
人
は

倉
吉
市
で
発
生
。
大
き
な
流
行
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
全
国
的
に
警
戒
す

べ
き
状
況
で
あ
る
。

　
県
と
市
で
は
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
助
成
事
業
で
、
妊
娠
を
希
望
す
る

風
疹
抗
体
価
の
低
い
女
性
と
妊
婦
の
配

偶
者
を
対
象
に
費
用
の
３
分
の
２
（
上

限
８
千
円
）
を
助
成
し
て
い
る
。

　
な
お
、
風
疹
の
流
行
に
対
し
て
、
平

成
31
年
１
月
以
降
、
県
で
は
助
成
の
見

直
し
、
対
象
の
拡
大
な
ど
を
考
え
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
市
も
そ
れ
を
踏
ま
え

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

風
疹
が
全
国
的
に
流
行
し
て
い
る
が
、
一
部
補
助
で

は
な
く
、
全
額
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か

朝日 等治

 

　
転
入
者
に
対
し
て
、
自
治
連
と
の
連

名
で
加
入
促
進
チ
ラ
シ
を
配
布
、
希
望

の
あ
っ
た
自
治
公
民
館
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
た
だ

し
、
自
治
公
民
館
は
住
民
の
自
主
性
を

尊
重
し
た
活
動
を
行
う
団
体
で
あ
り
、

強
制
的
な
加
入
や
義
務
化
は
難
し
い
。

自
治
連
と
問
題
意
識
を
共
有
し
、
対
策

も
よ
く
検
討
し
た
い
。
自
治
公
民
館
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
各
地
区
へ
の
専
任
の
正
職
員
の
配
置

は
現
在
の
定
員
管
理
状
況
で
は
難
し
い

が
、
地
域
を
担
当
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
や

か
か
わ
り
を
持
つ
職
員
を
配
置
す
る
こ

と
は
職
員
提
案
の
中
で
も
出
て
き
た
。

ど
う
い
っ
た
関
わ
り
方
が
で
き
る
か
勉

強
し
、
検
討
し
た
い
。

自
治
公
民
館
加
入
率
の
向
上
策
の
策
定
と
、
地
区
公
民

館
に
本
市
職
員
を
配
置
し
、
機
能
を
向
上
さ
せ
て
は

佐々木 敬敏

 

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
収
入
保
険
制
度

が
始
ま
り
、
果
樹
共
済
か
い
ず
れ
か
の

保
険
制
度
を
選
択
し
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
収
入
保
険
制

度
に
入
れ
な
い
。

　
収
入
保
険
制
度
に
加
入
で
き
な
い
農

業
者
の
経
営
安
定
を
考
え
る
と
、
果
樹

共
済
へ
の
加
入
も
重
要
と
考
え
る
の

で
、
果
樹
共
済
加
入
掛
金
助
成
は
継
続

す
る
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て 

特
産
品
の
生
産
振
興
策
、
果
樹
共

済
掛
金
助
成
は
必
要
と
考
え
る

米田 勝彦

 

　
よ
り
利
便
性
の
高
い
持
続
可
能
な
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
を
示
す
た

め
、
鳥
取
県
中
部
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定
。
交
通
網
、
特
に
公
共

交
通
は
、
高
齢
化
の
時
代
の
中
で
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
う
の
で
、

利
便
性
の
高
い
交
通
網
形
成
に
向
け
て

努
力
し
た
い
。
そ
し
て
元
気
な
倉
吉
を
つ

く
る
た
め
、
第
11
次
倉
吉
市
総
合
計
画

を
踏
ま
え
、
調
和
・
快
適
・
活
気
・
魅
力
・

安
全
・
協
働
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
対
話
集
会
、

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
な
ど
で
市
民
の
ニ
ー
ズ

な
ど
情
報
収
集
を
し
て
き
た
。
今
後
も

若
者
の
意
見
を
反
映
で
き
る
場
の
提
供

が
で
き
れ
ば
。
元
気
な
倉
吉
に
な
る
よ

う
引
き
続
き
努
力
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
便
利
な
交
通
網
、
具
体
的
な

目
標
、
情
報
の
周
知
継
承
。
的
確
な
取
り
組
み
を

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、草
の
根
、つ
ば
き
、倉
吉
自
民
共
同
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　

…
無
所
属
　
※
12
月
定
例
会
時
点
の
会
派
で
す
。

2019.3 （6）



【議案質疑】
【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明確な点を問う

発言をいいます。自己の意見を述べることはできません。倉吉市議会では質疑回数は１議題５回

までとなっています。

議案の疑問を質す―１２月１０日（月）には、執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることとなっています。

１２月
平成３０年

第６回

定例会

損害

賠償
… 報告第１３号 議会の委任による専決処分について 
（損害賠償の額の決定について）

基金

条例
…議案第７３号 倉吉市基金条例の制定について

専決

補正
… 議案第６５号 専決処分について 
（平成３０年度倉吉市一般会計補正予算（第６号））

湯命

館
… 議案第７８号 倉吉市せきがね湯命館の指定管理者の指定に

ついて
一般

補正
… 議案第６７号 平成３０年度倉吉市一般会計補正予算（第７号） 都市

交流
… 議案第７９号 倉吉市関金都市交流センターの指定管理者の

指定について
介護

補正
… 議案第６８号 平成３０年度倉吉市介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）

体育

施設
… 議案第８２号 倉吉市体育施設の指定管理者の指定について

公民

館
…議案第８４号 倉吉市公民館の指定管理者の指定について

議員名 通告 担当部局

米田 勝彦

一般

補正 保健衛生一般（鳥取県救急電話相談事業費負担金） 健康福祉部
一般

補正 小学校就学援助 教育委員会
一般

補正 公共土木単独災害復旧 建設部

藤井 隆弘

一般

補正 コミュニティ助成事業費補助金 企画産業部
一般

補正 保育所運営（低年齢児受入保育所保育士特別配置事業委託料） 健康福祉部
一般

補正 保育所運営（保育所等整備交付金） 健康福祉部

大津 昌克

一般

補正 緑の産業活力創生プロジェクト事業 企画産業部
一般

補正 保健衛生一般（鳥取県救急電話相談事業費負担金） 健康福祉部
湯命

館  倉吉市せきがね湯命館の指定管理者の指定について 企画産業部
都市

交流 倉吉市関金都市交流センターの指定管理者の指定について 企画産業部

佐々木 敬敏

専決

補正 公共土木単独災害復旧 建設部
一般

補正 緑の産業活力創生プロジェクト事業 企画産業部
一般

補正 現年度補助災害復旧 企画産業部
一般

補正 現年度単独災害復旧 企画産業部

由田 隆

専決

補正 水防費 総務部
専決

補正 災害対策費 総務部
一般

補正 保育所費 健康福祉部

山口 博敬

専決

補正 公園費 建設部
一般

補正 小学校就学補助 教育委員会
一般

補正 中学校就学補助 教育委員会
基金

条例 倉吉市基金条例の制定について（磯野長蔵記念三松奨学育英基金） 教育委員会

福井 康夫
一般

補正  観光施設維持管理事業（関金地区） 企画産業部

大月 悦子

損害

賠償 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 教育委員会
介護

補正 介護予防サービス等諸費 健康福祉部

佐藤 博英

一般

補正 職員手当等（退職手当） 総務部
一般

補正 緑の産業活力創生プロジェクト事業 企画産業部
一般

補正 交通安全対策（高齢者免許返納補助金） 総務部
一般

補正 職員手当等（時間外及び休日勤務手当） 総務部

伊藤 正三

一般

補正 緑の産業活力創生プロジェクト事業 企画産業部
体育

施設 倉吉市体育施設の指定管理者の指定について 教育委員会
公民

館  倉吉市公民館の指定管理者の指定について 教育委員会

竺原 晶子
一般

補正  交通安全対策 総務部

朝日 等治
一般

補正 林業振興費（委託料） 企画産業部

※ 掲載は通告順です。発言順とは異なります。

（7）平成 31.3



１２月
平成３０年

第６回

定例会

【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願など

を審査します。行政の事務は多岐にわたり、専門的であるため、合理的・能率的

に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

【常任委員会】

　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
に
は

９
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が

付
託
さ
れ
、
平
成
30
年
12
月
12

日
（
水
）
に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
67
号 

平
成
30
年
度

倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
の
審
査
で
は
、
ナ

ラ
枯
れ
防
除
事
業
に
つ
い
て
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
装

置
で
の
害
虫
の
捕
獲
に
成
果
が

あ
り
、
市
だ
け
で
は
な
く
県
と

も
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
た

い
、
ま
た
、
単
県
斜
面
崩
壊
復

旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

工
事
着
手
し
、
出
来
る
だ
け
早

く
完
了
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で

承
認
、
可
決
さ
れ
、
陳
情
第
10

号 

航
空
機
の
安
全
運
航
に
係

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、

趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

企画産業常任委員会

委員

由田 隆 委員長

福谷 直美 副委員長

大月 悦子 委員

山口 博敬 委員

米田 勝彦 委員　

執行部 企画産業部、農業委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は

７
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が

付
託
さ
れ
、
平
成
30
年
12
月
13

日
（
木
）
に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
85
号 

平
成
30
年
度

倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
の
審
査
で
は
、
小
・

中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、
設
置
後
は

電
気
料
金
の
大
幅
な
増
加
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
交

付
税
措
置
の
要
求
を
は
じ
め
と

す
る
、
財
源
確
保
も
課
題
に
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
陳
情
第
11
号
に
つ
い

て
は
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会

委員

佐藤 博英 委員長

丸田 克孝 副委員長

朝日 等治 委員

竺原 晶子 委員

鳥羽 昌明 委員

福井 康夫 委員　

執行部 健康福祉部、教育委員会

【行政視察報告】

とき： 平成３１年１月２８日（月）～１月３０日（水）

視察先および視察内容

① 大分県大分市 

「おおいた魅力発信局の取り組みについて」

② 宮崎県日向市 

「しごと創生拠点の取り組みについて」 大分市役所前で

■おおいた魅力発信局の取り組みについて

　国内外への情報発信を行うために平成３０

年４月に設置された。全国で行われる大分

関連イベントや全国大会などでのＰＲ活動、

指
さしはら

原莉
り の

乃大分市観光大使３期目就任式の開催

による全国メディア露出、ラグビーワールド

カップに向けた海外プロモーションなどを実

施。また廃校を利用したアーティストの移住

支援やアートによる地域活性化に取り組む

「アートレジオン推進事業」を実施している。

■しごと創生拠点の取り組みについて

　起業・創業支援や地元企業間のビジネス

マッチング、利用者の交流を促進し、市の産

業発展に寄与することを目的に平成３０年６

月に設置された。公募で選ばれたプロジェ

クトマネージャーが起業・創業のサポート

を行う。併設の日向市産業支援センター「ひ

むか－B

ビ ズ

iz」と連携して中小企業の売り上げ

アップへの支援を行っている。月に２００～

４００人が利用、開設から半年で約２０人が

施設の利用により新規雇用につながった。
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県立美術館建設推進調査特別委員会

委員

 福井康夫委員長、福谷直美副委員長、 

大津昌克委員、大月悦子委員、坂井徹委員、 

佐藤博英委員、鳥羽昌明委員、由田隆委員、 

米田勝彦委員

　第４回県立美術館建設推進調査特別委員会

が平成３０年１２月１７日（月）に開催されま

した。

　県立美術館整備に関して、美術館の機能、

運営体制やボランティアの必要性、事業スケ

ジュールや推進体制、市民の意見や要望の伝

達、美術館に関連した市の取り組みなどにつ

いて活発に意見交換が行われました。

中心市街地活性化調査特別委員会

委員

 鳥飼幹男委員長、竺原晶子副委員長、 

朝日等治委員、伊藤正三委員、佐々木敬敏委員、 

藤井隆弘委員、丸田克孝委員、山口博敬委員

　第３回中心市街地活性化調査特別委員会協

議会が平成３０年１２月１７日（月）に開催さ

れ、倉吉市身体障害者福祉協会の福永会長とと

もに、市役所第２庁舎予定地周辺や「打吹回廊」

建設地周辺の視察後、施設周辺のバリアフリー

化について意見を交換。委員からは「周辺整備

を進めるうえで、あらゆる立場から意見を出し

合い、足りない部分を補う取り組みが必要」と

いう声や、音声ガイドや点字ブロックなど設備

面についても活発な意見交換が行われました。

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は

15
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が

付
託
さ
れ
、
平
成
30
年
12
月
14

日（
金
）に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
65
号 

専
決
処
分
に

つ
い
て（
平
成
30
年
度
倉
吉
市

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号
）

の
中
で
、
台
風
24
号
で
被
災

し
た
市
道
の
通
行
止
め
箇
所
へ

の
対
応
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り

「
法
面
な
ど
の
復
旧
を
進
め
る

と
と
も
に
、
通
行
止
め
の
必
要

な
箇
所
は
迂う

か

い

ろ

回
路
な
ど
で
対
応

し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
第
85
号 

平
成

30
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
第
８
号
の
審
査
で
は
、
財

政
運
営
に
対
す
る
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
よ
り「
支
出
を
ス

リ
ム
化
し
、
調
整
を
行
い
な
が

ら
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
」と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

議
案
は
全
て
承
認
、
可
決
さ
れ
、

陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

総務建設常任委員会

委員

佐々木 敬敏 委員長

藤井 隆弘 副委員長

伊藤 正三 委員

大津 昌克 委員

坂井 徹 委員

鳥飼 幹男 委員　

執行部

総務部、建設部、会計課、 

水 道 局、 議 会 事 務 局、 

選挙管理委員会、監査委員、

公平委員会

【特別委員会】
１２月

平成３０年

第６回

定例会

【特別委員会とは？】

　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。
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【議案等の議決結果】

１２月
平成３０年

第６回

定例会

―平成３０年度一般会計補正予算など３６議案、

陳情３件を審議―

 議案番号 件　　　名 賛成 反対

報告 第 13号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報告受理

報告 第 14号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報告受理

報告 第 15号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報告受理

議案 第 65号 専決処分について（平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第6号）） 承認

議案 第 66号 専決処分について（平成30年度倉吉市下水道事業特別会計補正予算（第3号）） 承認

議案 第 67号 平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第7号） 原案可決

議案 第 68号 平成30年度倉吉市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 69号 平成30年度倉吉市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案 第 70号 平成30年度倉吉市下水道事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決

議案 第 71号 平成30年度倉吉市集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 72号 平成30年度倉吉市水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 73号 倉吉市基金条例の制定について 原案可決

議案 第 74号 倉吉市税条例の一部改正について 原案可決

議案 第 75号 倉吉市地方活力向上のための固定資産税不均一課税に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 76号 倉吉市立伯耆しあわせの郷の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 77号 倉吉市久米農村広場の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 78号 倉吉市せきがね湯命館の指定管理者の指定について 14 2

議案 第 79号 倉吉市関金都市交流センターの指定管理者の指定について 14 2

議案 第 80号 倉吉市せきがね簡易宿泊施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 81号 倉吉市関金生産物直売食材供給施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 82号 倉吉市体育施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 83号 倉吉市関金農林漁業者等健康増進施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 84号 倉吉市公民館の指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 85号 平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第8号） 12 4

動議 案第85号 平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第8号）に対する修正動議 4 12

議案 第 86号 平成30年度倉吉市下水道事業特別会計補正予算（第5号） 原案可決

議案 第 87号 平成30年度倉吉市水道事業会計補正予算（第2号） 原案可決

議案 第 88号 特別職の職員の給与等に関する条例及び倉吉市職員の給与に関する条例の一部改正について 12 4

動議
議案第88号 特別職の職員の給与等に関する条例及び倉吉市職員の給与に関する条例の一部改正につ

いてに対する修正動議
4 12

議案 第 89号 工事請負契約の締結について（第2庁舎整備工事） 原案可決

議案 第 90号 倉吉市文化活動センターの指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 91号 公平委員会委員の選任について 同意

選挙 第 1号 倉吉市選挙管理委員会委員の選挙について 指名推選

選挙 第 2号 倉吉市選挙管理委員会補充員の選挙について 指名推選

議会

発議
第 10号

待機児童解消、保育士等の処遇改善及び保育の無償化のための必要な措置を求める意見書提出

について
原案可決

動議 議長坂井徹君の不信任の動議について 4 11

審議の結果

※全員賛成、または全員反対以外は、賛否の内訳を表記しています。
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　平成３０年１２月第６回倉吉市議会定例会が、１２月３日（月）から１９日（水）まで

開催され、平成３０年度一般会計補正予算、陳情などが審議されました。

○賛成、　×反対、　※欠席・退席・棄権・除斥、　－議長のため表決に加わらず

　　
賛
成
反
対

議
決
結
果

福
井 

康
夫

由
田
　隆

伊
藤
　正
三

竺
原
　晶
子

坂
井
　徹

丸
田
　克
孝

藤
井
　隆
弘

大
津
　昌
克

福
谷
　直
美

大
月
　悦
子

鳥
飼
　幹
男

鳥
羽
　昌
明

山
口
　博
敬

米
田
　勝
彦

佐
々
木
　敬
敏

佐
藤
　博
英

朝
日
　等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案 第 78号
倉吉市せきがね湯命館の指定管理者の指

定について
14 2 ○ ○ ○ ○ － × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案

可決

議案 第 79号
倉吉市関金都市交流センターの指定管理

者の指定について
14 2 ○ ○ ○ ○ － × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案

可決

議案 第 85号 平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第8号）12 4 ○ ○ ○ × － ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○
原案

可決

動議
議案第85号 平成30年度倉吉市一般会計

補正予算（第8号）に対する修正動議
4 12 × × × ○ ー × × ○ × ○ × × × × × ○ × 否決

議案 第 88号

特別職の職員の給与等に関する条例及び

倉吉市職員の給与に関する条例の一部改

正について

12 4 ○ ○ ○ × － ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○
原案

可決

動議

議案第88号 特別職の職員の給与等に関す

る条例及び倉吉市職員の給与に関する条

例の一部改正についてに対する修正動議

4 12 × × × ○ ー × × ○ × ○ × × × × × ○ × 否決

動議 議長坂井徹君の不信任の動議について 4 11 × × × × ※ ○ ○ ○ － ○ × × × × × × × 否決

賛否の公表

■ 

採
決
で
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

議
案
第
78
号 

倉
吉
市
せ
き
が
ね
湯
命
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
採
決

　
　
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
。

議
案
第
79
号 

倉
吉
市
関
金
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
採
決

　
　
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
。

議
案
第
85
号 

平
成
30
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
８
号
）

▼
採
決

　
　
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
。

動
議 

議
案
第
85
号 

平
成
30
年
度
倉
吉
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）に
対
す

る
修
正
動
議

▼
採
決

　
　
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
。

議
案
第
88
号 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
及
び
倉
吉
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
採
決

　
　
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
。

動
議 

議
案
第
88
号 

特
別
職
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
及
び
倉
吉
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
に
対
す
る
修
正
動
議

▼
採
決

　
　
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
。

動
議 

議
長
坂
井
徹
君
の
不
信
任
の
動
議
に

つ
い
て

▼
採
決

　
　
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
。

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、草
の
根
、つ
ば
き
、倉
吉
自
民
共
同
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　

…
無
所
属
　
※
12
月
定
例
会
時
点
の
会
派
で
す
。

動議とは

　 会議の進行

や手続き、議案の修

正に関して議員が提

案すること。議会（委

員会）の議決が必要

なものをいう。

　動議の成立要件に

は、いずれも会議規

則で定められた人数

以上の賛成者が必要

となる。

?
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１２月
平成３０年

第６回

定例会【議案等の議決結果】

　　
賛
成
反
対

議
決
結
果

福
井 

康
夫

由
田
　隆

伊
藤
　正
三

竺
原
　晶
子

坂
井
　徹

丸
田
　克
孝

藤
井
　隆
弘

大
津
　昌
克

福
谷
　直
美

大
月
　悦
子

鳥
飼
　幹
男

鳥
羽
　昌
明

山
口
　博
敬

米
田
　勝
彦

佐
々
木
　敬
敏

佐
藤
　博
英

朝
日
　等
治

番号 件　　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

陳情 第 9号

「安倍内閣の退陣を求める世界平和7人

委員会のアピール」を支持する意見書提

出について

不採択
（総務建設）

15 1 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 不採択

陳情 第 10号
航空機の安全運航に係る意見書提出に

ついて
趣旨採択

（企画産業）
15 1 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

趣旨
採択

陳情 第 11号

待機児童解消、保育士等の処遇改善及

び保育の無償化のための必要な措置を

求める意見書提出について

採択
（教育福祉）

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳情・請願の結果

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
請
願
・
陳
情
は
、
倉
吉
市
に
対
し
て
「
こ
う
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望

を
市
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
す
。

市
政
に
つ
い
て
要
望
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
ど
な

た
で
も
市
議
会
に
対
し
て
請
願
・
陳
情
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
、
請
願
を
３
件
、
陳
情
を
11
件
受

理
し
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
が
採
択
さ
れ
て
も
、
そ
の
実
現
に

つ
い
て
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
議
会

は
最
善
の
努
力
を
す
べ
き
政
治
的
・
道
義
的
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
は
文
書
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

請
願
は
、
日
本
国
憲
法
第
16
条
で
保
障
さ
れ

た
国
民
の
基
本
的
権
利
で
あ
り
、
そ
の
方

式
や
処
理
の
手
続
き
は
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
提
出
の
際
に
は
、
請
願
者
の
ほ
か
、
１
人

以
上
の
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

陳  

情
は
、
方
式
や
処
理
の
手
続
き
に
つ
い
て

法
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
員
の
紹
介
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
取
り
扱
い
は
、
請
願
・
陳
情
と
も
に
議
会
運
営

委
員
会
の
判
断
の
も
と
、
審
査
が
必
要
な
も
の
は

常
任
委
員
会
な
ど
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
で

採
否
を
決
め
、
そ
の
結
果
を
請
願
・
陳
情
者
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

請願・陳情は次の要領で 

　　　　　提出をお願いします

（１） 文書は日本語で作成してください。

（２） 内容は、具体的、簡明に記載して

ください。異なる事項については、

別々の請願・陳情として提出して

ください。

（３） 国などへ意見書提出を伴うものに

ついては意見書の案を添えてくだ

さい。

（４） 代表者の押印のないものは、受理

することができません。また、署

名者の押印がない場合は、請願（陳

情）者の数には含みませんので、

ご注意ください。

（５） 請願書には１人以上の紹介議員の

署名または記名押印が必要です。

（６） 提出(代表)者には結果を回答しま

すので、提出文書には連絡先(電

話番号を含む)の記載をお願いし

ます。 
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【臨時会とは？】

　突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の

事件に限ってこれを審議するために、臨時招集される議会のことをいいます。　

　

平成３１年１月第１回臨時会 議案等の議決結果

１月
平成３１年

第１回

臨時会

　平成３１年１月第１回倉吉市議会臨時会が、１月１１日（金）に開催され、平成３０年度一般会計補正

予算などについて審議されました。

　会議録（質問、答弁など）は、３月中旬より市立図書館でご覧になれます。市議会会議録検索システム

は、倉吉市ホームページからご利用できます。

会派・個人

視察報告 【平成３０年１１月～平成３１年１月分】

期　間 １１月５日（月）～６日（火） 旅費総額 ２１，１６０円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所
平成３０年度市町村議会議員研修

「議会改革を考える～先進事例に学ぶ住民参加・情
報公開～」

視察者（会派） 大津昌克 １人

期　間 １１月１４日（水）～１６日（金） 旅費総額 ３７３，６００円

視察先・目的
栃木県宇都宮市 宇都宮市文化会館 第１３回全国市議会議長会研究フォーラムin宇都宮

茨城県取手市 取手市役所 行政評価について

視察者（会派） 大津昌克、大月悦子、福谷直美、藤井隆弘、丸田克孝 ５人

期　間 １１月１４日（水）～１５日（木） 旅費総額 ７６，９２０円

視察先・目的 栃木県宇都宮市 宇都宮市文化会館 第１３回全国市議会議長会研究フォーラムin宇都宮

視察者（会派） 福井康夫 １人

期　間 １月１７日（木）～１８日（金） 旅費総額 ２１，１６０円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所
平成３０年度市町村議会議員研修

「自治体財政の見方～健全化判断比率を中心に～」

視察者（会派） 大月悦子 １人

倉吉市議会

行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会の

ホームページをご覧ください。

由田隆議員・朝日等治議員が辞職

由田隆議員から議員の辞職願が提出され、１月１１日付けで由田議員の辞職が許可されました。

朝日等治議員から議員の辞職願が提出され、１月３１日付けで朝日議員の辞職が許可されました。

審議の結果

 議案番号 件　　　名 賛成 反対

議案 第 １号 平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第9号） 原案可決

議案 第 ２号 市道の路線の認定について 原案可決

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、草
の
根
、つ
ば
き
、倉
吉
自
民
共
同
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
　

…
無
所
属
　
※
12
月
定
例
会
時
点
の
会
派
で
す
。
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行
か
い
や
、
議
会
に

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
た
重
要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
る
市
議
会
。
倉
吉
市
議
会
で
は
、
定
例
会
の
本
会

議
や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
審
議
を
公
開
し
て
お
り
、
自
分
の
選
ん
だ
議
員
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
を
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
政
へ
の
知
識
を
深
め
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
る
た

め
に
も
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
政
と
市
議
会

　
倉
吉
市
を
よ
り
暮
ら
し
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

で
話
し
合
い
、
市
政
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
市
民

全
員
で
話
し
合
い
を
行
う
の
は
難
し

い
の
で
、
選
挙
に
よ
っ
て
市
民
の
代

表
者
と
な
る
市
議
会
議
員
を
選
び
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
代
わ
り
に
話
し
合

い
を
行
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
市
議
会
議
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
重
要
な
市
政
運
営
の
方

針
を
決
め
る
役
割
を
持
つ
意
思
決
定

機
関（
議
決
機
関
）で
す
。

　
ま
た
、議
員
と
同
じ
く
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
市
長
は
、
市
議
会
で
決

定
し
た
意
思
に
基
づ
い
て
実
際
の
仕

事
を
行
い
ま
す（
執
行
機
関
）。

市
議
会
の
運
営
と
活
動

　
議
会
に
は
、
定
例
会
と
臨
時
会
が

あ
り
、
定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・

６
月
・
９
月
・
12
月
）
開
か
れ
ま
す
。

臨
時
会
は
、
臨
時
に
議
会
を
開
く
必

要
が
あ
る
と
き
、
そ
の
都
度
開
か
れ

ま
す
。

 

専
門 

的
、
能
率
的
に
議
案
を 

審
査
・
調
査
す
る「
委
員
会
」

　
議
会
で
決
定
す
る
必
要
の
あ
る
た

く
さ
ん
の
議
案
が
市
長
か
ら
出
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
を
議
員

全
員
が
本
会
議
で
話
し
合
っ
て
い
る

と
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
会
議
で
決
め
る
前
に
話
し
合

う
内
容
に
よ
り
分
担
し
、
細
か
い
こ

市民

市長

市民のために

仕事をする

市民の声を

聴く

市民の意見や

希望を出す

市の仕事やお金の

使い方などを提案

条例の制定・改正・廃止を決める

市の税金の使い方を決める

市の仕事に市民の意見を反映させる

市民の意見や

希望を出す

議会

選挙で選ぶ

く
ら
す
け
く
ん

倉
吉
市
議
会
に
行
っ
て
み
る 初めて

行くわあ

傍聴席に入る前に

傍
聴
席
に
入
る
前
に
、

傍
聴
人
受
付
簿
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

①議事堂入口から入ります③入場します。着席したら傍聴開始です

市民課などはこちら 議事堂入口

②傍聴人受付簿に記入します

　市長と市議会は対等の立場に立って、お互いにけ

ん制しあいながら、車の両輪のように市政の発展の

ために活動している。

※ ２階までは市役所東側入口のエレベーターも
ご利用いただけます。
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と
ま
で
詳
し
く
調
べ
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
聞
い
た
り
、
意
見
を
言
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
委
員
会
」

と
い
い
、
委
員
会
で
も
多
数
決
で
賛

成
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
ま

す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る
事
項
を
審
査 

―
常
任
委
員
会

　
市
行
政
の
事
務
は
幅
広
く
複
雑
な

た
め
、
専
門
的
に
関
係
の
案
件
を
審

査
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
定
め
ら

れ
た
も
の
を
、
常
任
委
員
会
と
い
い

ま
す
。

　
倉
吉
市
議
会
に
は
現
在
、
総
務
建

設
常
任
委
員
会
、
企
画
産
業
常
任
委

員
会
、
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に 

―
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
設
け
ら
れ
、
定
例
会
の
日
程

や
各
会
派
へ
の
連
絡
・
調
整
、
そ
の

他
議
案
の
審
査
も
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
臨
時
に
設
置
さ
れ
る 

―
特
別
委
員
会

　
臨
時
的
に
特
別
な
問
題
に
つ
い
て

審
査
ま
た
は
調
査
を
必
要
と
す
る
場

合
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
倉
吉
市
議
会
に
は
現
在
、
県
立
美

術
館
建
設
推
進
調
査
特
別
委
員
会
と

中
心
市
街
地
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
傍
聴
は
、
市
議
会
活
動
に
ふ
れ
る

最
も
身
近
な
方
法
で
す
。

　
本
会
議
や
委
員
会
に
は
、
市
長
を

は
じ
め
副
市
長
、
教
育
長
な
ど
が
出

席
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な

方
針
や
考
え
で
市
政
が
進
め
ら
れ
て

い
く
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
選
ん
だ
市
議
会

議
員
の
活
動
や
、
市
政
の
方
針
な
ど

を
身
近
に
知
る
た
め
に
も
議
会
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
傍
聴
人
受
付
簿
に
記
入
し
て
い
た

だ
け
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
議
場
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
や
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
議
会
の
内

容
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本会議と委員会

傍
聴
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

・
議
席
に
入
ら
な
い
。

・ 

会
議
を
妨
害
し
た
り
、

人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行

為
を
し
な
い
。

・ 

議
場
で
の
言
論
に
対
し
、

拍
手
な
ど
を
し
な
い
。

・ 

騒
い
だ
り
、
示
威
的
行

為
を
し
な
い
。

・
飲
食
・
喫
煙
を
し
な
い
。

・ 

撮
影
や
録
音
は
議
長
の

許
可
を
受
け
る
。

な
ど

　傍聴人出入口前に

「傍聴の心得」が掲示

してあるけ。

ルールを守って

静粛に傍聴せないけんで
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議場って

こんな感じかあ！

　議会傍聴は市政運営、議員活動、

議会の様子を知るええ機会だなあ。

委員会も傍聴できるだって

傍聴席は６４席。
うち車いす用は２席です。

１

２

１

２

議会運営委員会

そのほか 全員協議会など

常任委員会

企画産業常任委員会

総務建設常任委員会

教育福祉常任委員会

特別委員会

県立美術館建設推進
調査特別委員会

中心市街地活性化調
査特別委員会

本会議

議長

副議長

議員

議会の流れ

市長が案について説明します。議員はそれ
について質問します

議員は、委員会に分かれ、案について詳し
く調べたり、話し合ったりします

議員は委員会の報告を聞き、本会議でそれ
ぞれの案に賛成か反対かを決めます

本会議で決まったことが市の決定になります。
市長はそれに基づき仕事を進めます

本会議

委員会

本会議

市長が議会で話し合う案を作成します
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「１２月定例会を傍聴して」

―さまざまな質問が飛び交う市議会

　１２月定例会では市議会議員１人ずつからの

質問がありました。内容は男女共同参画推進、

子どもは宝、教育、環境、防災、便利な交通網

を生かしてのまちづくり、都市計画、市長の政

治姿勢とさまざま。また、先日ニュースで取り

上げられていた八頭町の中学生議会にちなみ、

高校生議会の開催についても、ある市議会議員

があげておられました。

―若いときからもっと市政に関心を

　倉吉市議会は、毎回、傍聴者がちらほらしか

いらっしゃいませんが、一度、ある高校の生徒

たちが、先生と傍聴に来ていました。平成２８

年６月に選挙権が１８歳からになりました。こ

れからの未来、若者の中から、市議会議員にな

り、倉吉市政の中心となる人も出てくるかもし

れません。若いときから、市政や市議会に深い

関心をもってもらうためには、どうしたらよい

のか、現代の大人の必然的な課題だと思います。

　平成２９年１０月から、倉吉市議会では女性

２人の市議会議員の姿があり、うれしくもあり

ました。これからは、男女を問わず、老若を問

わず、市議会議員になるべく多くの人に出てほ

しいと思っています。

　平成３０年１２月１日現在の選挙人名簿登録

者数は３９，８７２人だそうです。市民の１票

ずつの動きが楽しみです。
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平成３１年 ３月

第２回 倉吉市議会定例会

【会　　期】 ２月２２日（金）～３月２０日（水）

【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

２月２２日 金 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

２３日 土 休　　会

２４日 日 休　　会

２５日 月 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２６日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２７日 水 休　　会

２８日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

３月１日 金 予　備　日

２日 土 休　　会

３日 日 休　　会

４日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

５日 火 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

６日 水 予　備　日

７日 木 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

（録画）
８日 金 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

９日 土 休　　会

１０日 日 休　　会

１１日 月 予　備　日

１２日 火 委員会 総務建設常任委員会（予定）

（録画）

１３日 水 委員会 総務建設常任委員会（予定）

１４日 木 委員会 企画産業常任委員会（予定）

１５日 金 委員会 企画産業常任委員会（予定）

１６日 土 休　　会

１７日 日 休　　会

１８日 月 予　備　日

１９日 火 議事整理日

２０日 水 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 （※常任委員会は、録画放送）

※ ３月定例会の詳しい日程などは、倉吉市議会のホームページでご確

認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

。 倉吉市議会


